
構造解析第 7 回 

    

         

 ―― 解答 ―― 

 

（１） 部材の力－変位関係 （式(2.20)参照） 
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例題５ 
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部材ac 
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(2) 全体剛性方程式は， 
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(3) 剛体運動を含むことの証明 

上式の全体剛性マトリックスの行列式の値がdet|K|=0であり，特異（singular）となるこ

とを示せば良い．この場合，任意荷重の下で変位が∞となる． 

    [1行＋3行]=[2.813 1.624 3.294 0 -6.107 -1.624] 

         [5行]=-[2.813 1.624 3.294 0 -6.107 -1.624] 

  ∴ [1行＋3行]=-[5行]となり，線形従属の関係にあるので，上の行列式は特異であ

る． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例題６ 

  

 

 



 ―― 解答 ―― 

   

（１）a点，b点変位の計算 
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また，支点の拘束条件より， 0 ６５４ であるので，例題5のⒶ式において，

全体剛性方程式を次の様に書ける． 
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右辺第２項＝０なので，最初の第１項のみ考慮して， ３２１  ,, について逆マトリックス

を求めて解くと， 
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（２）反力の計算 

同様に先の全体方程式を参照すると， 
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 （３）棒の力の計算 

部材応力は要素剛性方程式から計算されるので，前問例題5の（１）式から 
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部材bc     

（２）式より, 
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部材 ac 

 (3)式より， 
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